
中山間地域の耕作放棄地を、ブランドの価値へ。

─ THREEが実践した合意形成プロセスと企業連携の成果事例 ─ 





POLA ORBIS HOLDINGS
ブランドポートフォリオ

導入：イントロダクション（2-3枚）

•タイトル： 耕作放棄地をブランドの源泉へ ── THREEが挑む「地産地

活」の合意形成プロセス

•スピーカー紹介： プロジェクトへの関わり

•本日の結論： 「課題」を「資源」に読み替える視点と、ステークホルダーとの

「共通言語」の作り方

第1章：背景と課題 ── 危機感を共有する（3枚）

•化粧品業界の現状： 天然由来成分への需要増と、原料供給の不安定

さ。

•地域のリアル： 静岡県牧之原市の耕作放棄地の現状（高齢化、茶価

格の低迷）。

•THREEのビジョン： ホリスティック（包括的）な美しさを追求するためには、

土壌から関わる必要があるという決意。

第2章：合意形成のプロセス ── 信頼の「土壌」作り（4-5枚）

•ステークホルダー・マップ： 行政、農家、研究機関、自社の4者の関係性。

•「よそ者」から「パートナー」へ：

• 現場に足を運ぶ：代表自らが何度も現地を訪れた背景。

• 共通言語の設定： 「お茶を守る」ではなく「お茶の新しい価値（実

や花）を創る」という提案。

•懸念事項の払拭： 継続的な買い取り保証や、環境負荷の低い農法の

提示。

第3章：企業連携の具体的な成果 ── 1+1を3にする仕組み（4枚）

•産官学の役割分担：

• 産（THREE）： 製品化、マーケティング、ブランディング。

• 官（牧之原市）： 土地の集約、地域おこし協力隊の活用。

• 学（大学）： ティーシードオイルの成分分析、エビデンス構築。

•プロダクトへの昇華： 実際に開発された製品（バランシング ライン等）の

紹介。

•定量的・定性的成果： 耕作放棄地の再生面積、雇用創出、ブランドイ

メージの向上。

第4章：ブランド価値への変換 ── 顧客に届くストーリー（3枚）

•「見えない価値」の可視化： 原料産地の風景をクリエイティブに統合。

•エシカル消費への対応： 顧客が製品を買うことが、日本の風景を守ること

に直結する仕組み。

•インナーブランディング： 社員の誇りと、ブランドアイデンティティの強化。

結び：まとめと今後の展望（2枚）

•成功の3要素： 1. 現場主義、2. 科学的根拠、3. 相互利益（Win-

Win）。

•次なる展開： 他地域への横展開や、持続可能なサプライチェーンの未来。

•ラストメッセージ： 「社会課題は、ブランドにとって最大のクリエイティブ・ソー

スである」
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取組の合意形成プロセス（佐賀・熊本）

・取組概要
・背景/課題
・取組推進のプロセス（佐賀）
→ファーストアクション
→地域関係者（農業者、行政、大学、研究機関、関連団体等）との連携
→合意形成の過程
→取組決定後の動き等
＜ケースバイ佐賀：兼業農家×地域＞
①地域の方から声を変えてスタート
②試験栽培×圃場

＜ポイント・課題感がわかるように記載する＞
・兼業農家
・地域の巻き込み方が大きかったので、佐賀の蒸留所等ができた
・動きの足が遅い（計画より1年多くかかった）
・農家への合意形成が用意（地域から、地方から）
▲実績と保証の持ち方（一定の保証をお支払い、やりがい・・・？）
▲天候
▲栽培計画と
▲やる気のある農家の探索とプランニング
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①
作物候補選定

②
農家・農地選定

③
小規模栽培

④
大規模栽培



取組合意形成プロセス（佐賀・熊本）：協業先

①
作物候補選定

②
農家・農地選定

③
小規模栽培

④
大規模栽培

課題

パートナー

▽スピード感

▽地元とのコネクション

▽トラブル対応

▽波及性



取組合意形成プロセス（佐賀・熊本）：協業先

①
作物候補選定

②
農家・農地選定

③
小規模栽培

④
大規模栽培

佐賀県

熊本県

地方自治体と共に

地元の企業と共に

動出し△。最終的なブランド価値への
寄与は非常に高い。

動出し〇。並走企業依存的。
アウトプット力弱い。



取組合意形成プロセス（佐賀・熊本）：農家支援

①
作物候補選定

②
農家・農地選定

③
小規模栽培

④
大規模栽培

課題

取り組みハードル

▽初期設備機械費用

▽天候や不作時への対応

▽栽培品が未知数のため、その対応

▽納得感



取組合意形成プロセス（佐賀・熊本）：農家支援

①
作物候補選定

②
農家・農地選定

③
小規模栽培

④
大規模栽培

小作保証

農機具無償貸与



取組の合意形成プロセス（佐賀・熊本）：栽培

①
作物候補選定

②
農家・農地選定

③
小規模栽培

④
大規模栽培

課題

取り組みハードル

▽地元の理解広がり

▽社内の巻き込み

▽地方自治体の巻き込み



取組の合意形成プロセス（佐賀・熊本）：栽培



THREE Births プロジェクト
取り組みを少しづつ形にしていくために、未開の土地に記念樹を植樹する内部的なイベントを実施。
未開の地が少しづつ整備されていくとともにこの取り組みがちょっとづつ広がっていく。



THREE ハーブガーデン 南阿蘇

面積：50反(東京ドーム１個分)
南阿蘇蒸留所(800L 2台、400L1台）

ハーブ系の植物を栽培

THREE ハーブガーテン 唐津

面積：20反(東京ドーム約1/2)
呼子蒸留所(1600L １台）

THREE シトラスガーデン広島

アップサイクル原料として、
ダイダイを中心とした柑橘系の栽培

柑橘系を栽培

2025年リリース

樹木系の植物を栽培

広がる取り組み



耕作放棄で地域全体の活性を
ー 人が共生することによって実現される多様性ー

香料植物栽培

耕作放棄地を利用した多種多様な香料植物
を栽培することによって、雇用創出や荒れ地を
防ぐだけでなく、様々な生物の多様な生活圏を
生み出すこと繋がる。
また、植物の生育に適した環境を維持するた

めにも地域環境の保全活動にも力を入れる。

商品提供

自社でつくった精油やその他エキスを使
った原料は、製品やブランドの認知向上・売り
上げの拡大とともにこれらの活動の原資となりさら
積極的な活動を可能とするとともに、活動自体の認知
向上にもつながる。相乗効果をもたらす。

精油・芳香蒸留水

植物残渣

HERBガーデン

食品・雑貨

化粧品

精油の製造

精油の製造によって、
精油以外にも芳香蒸留
水植物残渣などが、製
品だけでなく、家畜
の餌になり、間接
的直接的に肥料に
なり、微生物の繁
殖土壌活力の改善・
水質環境等の周辺
環境の改善にも
繋がる。

苗の栽培（計画中）

苗つくりを農福連携などを活用し、さらなる雇用
創出と安定的な生産体制整備。

飼料



これからの時代の
自然なるバランスを、科学の力で。

精油をはじめとする

自然の恵みを科学の力で解き明かし
現代を美しくしなやかに生きるエナジーへ。
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